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内視鏡センターで

消化器がんの早期発見・早期治療を！

　内視鏡診断技術の発達により早期で発見される

食道がん・胃がん・大腸がんが増えています。

 内視鏡的粘膜下層切開剥離術（ESD）は、がん病巣

を一括切除することで治癒切除を可能とします。

また、臓器の機能が温存できる大きな利点があります。

　当院では、スクリーニングからNBI併用拡大内視鏡にて

精密な観察・診断を行い、より早期のがんの発見に努め

ております。適応症例には積極的に内視鏡的粘膜下層切開

剥離術(ESD）を行っています。

　胃粘膜下腫瘍や膵腫瘍など、通常の内視鏡・CT

検査のみでは確定診断が困難な症例に対しては、積極的に

超音波内視鏡を施行しています。内視鏡下に直接穿刺する

超音波内視鏡下吸引生検も導入しており、従来診断困難で

あった症例の組織診断が可能となり、治療方針の決定に重要な役割を果たしています。

　　胃カメラのみの検査ご希望も、地域医療連携部からご予約下さい。

　①　初診(診察)予約申込書 兼 診療情報提供書(紹介状)の『胃カメラ』

      にチェックしFAXして下さい。

　②　予約をお取りし、患者説明用紙と同意書をFAXいたします。

　③　検査予約当日

・消化器内科を受診後、同日に胃カメラを実施いたします。

　必要に応じて、検査前に採血・心電図の検査をさせていただく場合

　もございます。

・検査終了後、患者さんに結果を説明いたします。

・かかりつけ医の先生に、検査結果をご報告いたします。

　※鎮静剤のご希望にも対応可能です。

できるだけ患者さんのご希望日に予約させていただくようにいたします。

ご不明な点は、下記、地域医療連携部にお尋ね下さい。

緊急時は、地域医療連携部にご相談下さい。
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